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(1

条例の概要

)制定理由

地域の活性化を図るため、田の子地区に令和3年10月に開館予定の長崎市恐

竜博物館及びその周辺施設(長崎市軍艦島資料館、長崎市野母崎文化センター、

長崎市野母崎体育館、野母崎総合運動公園)を一体化し、ーつの公の施設「長崎

のもざき恐竜パーク」として設置するにあたり、公の施設の設置及びその管理に

関する事項並びにその他必要な事項について定める条例を制定するもの

(2)設置目的

野母崎地区において学習、文化、スボーツ及び地域交流の場を一体的に提供す

ることにより、市内外の人々の来訪及び市民の活動を促し、もって地域の活性化

及び観光の振興に資する。

(3)公の施設の名称長崎のもざき恐竜パーク(以下「恐竜パーク」という。)

(4、)所在地及び面積所在地:長崎市野母町

(5)恐竜パークの構成施設

ア長崎市恐竜博物館

イ長崎市軍艦島資料館

ウ長崎市野母崎文化センター

工恐竜広場

(ア)長崎のもざき恐竜パーク体育館(現:長崎市野母崎体育館)

(イ)長崎のもざき恐竜パーク庭球場

野母崎総合運動公園)(ウ)水仙の丘 (現

(エ)西倶卜東側展望所

(オ)インフオメーションセンター(※)

(カ)こども広場 1 恐竜パーク設置に伴い 1

1新たに整備する施設 1(キ)駐車場

(ク)多目的広場

※「インフオメーションセンター」とは、地域活性化及び観光振興の観点や

恐竜パークを訪れた方へのサービスの向上を図るため、施設内の案内や施

設周辺の地域情報の発信を行う「インフォメーション」機能と来場者が雨

天時などに休憩できる「休憩所」機能を有した施設で、旧野母崎福祉保健

センター(軍艦島資料館が入っている建物)内に設置する。

なお、「インフオメーションセンター」の内部改修工事に係る予算につい

面積:約 64,350 雨
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ては、第110号議案令和2年度長崎市一般会計補正予算(第10号)におし、

て提案している。

(6)公の施設の範囲参考資料1~3参照(40ページ~42ページ)

(フ)恐竜パークの施設概要

施設名称

設置年月

所在地

所管部局

現在の運営手法

ア長崎市恐竜博物館(新三到

現在の指定管理者

令和3年10月

年間来館者数

野母町568番地1

施設概要

教育委員会

約 120,000 人(※見込み)

常設展示室、企画展示室、事務室、書庫

収蔵庫、X線機器室、資料工作室

生物化学研究室、化石クリーニング室

岩石鉱物処理室、ミュージアムショップ

施設名称

'

設置年月

イ長崎市軍艦島資料館

所在地

平成28年7月

ウ長崎市野母崎

文化センター

所管部局

野母町562番地1

文化観光部

現在の運営手法

平成2年9月

指定管理

現在の指定管理者

野母町555番地

野母崎振興公社

年間来館者数

教育委員会

14,494 人(R 元年度)

長崎のもざき恐竜パー

ク体育館

(現:長崎市野母崎体育館)

施設概要

展示室

ホール

事務室

直営

工

平成6年12月

恐竜広場

フ,624 人(R 元年度)

野母町868番地

(8)恐竜パークの供用開始日令和3年10月29日(金)

多目的ホール

会議室、視聴覚室

図書室、事務室

南総合事務所

(現在は市民生活部)

長崎のもざき恐竜パー

ク体育館以外

(現:野母崎総合運勳公園)

直営

20,398 人(R元年度)

昭和 52年11月

競技場

トレーニング室

野母町騎8番地1

南総合事務所

(現在は土木部)

指定管理

野母崎振興公社

56,482 人 (R元年度)
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長崎のもざき恐竜パーク条例と個別条例の関係

長崎のもざき恐竜ハーク

工恐竜広場
(南総合事務所)

指定管理者による管理、業務に関

する規定を除き、個別施設の設置

目的及び必要な項目(利用料金の

基準額)などを規定

野母崎体育館・野母崎総合運動

公園に関する項目を削除

【新】長崎のもざき恐竜パーク条例

※主な長崎のもざき恐竜パーク条例の規定

恐竜パーク全体に共通の項目及び

恐竜広場個別の項目を規定



3 恐竜パークの管理運営等

(1)施設の管理運営

恐竜パヤクの管理運営については、次のとおり指定管理者制度を導入する。

ア選定方法

恐竜博物館の管理運営能力に加え、地域活性化に寄与する事業の提案や民

間事業者が持つ企画運営に係るノウハウや柔軟な発想を生かした事業の提案

について、より幅広い提案が期待でき、利用者サービスの向上や利用者数の

拡大、収入の向上を図ることができると考えられるため、原則である公募に

よる選定とする。

イ利用料金制

指定管理者へインセンティブを与えることで、利用者へのサービス向上が

期待でき、サービス向上等の努力によって利用者が増加し、施設の効用が高

められることが期待できることから、利用料金制を適用する。

ウ 指定管理者の指定期間

令和3年7月1日から令和9年3月31日まで

※初回時については、恐竜博物館に関する宣伝及び利用促進に係る業務な

どを供用開始日前から行う必要があることや、恐竜パークの周期イベン

ト等も一定想定されることから、令和3年7月1日から令和9年3月3

1日までの5年9か月間とする。

(2)恐竜パークの指定管理者が行う業務

ア施設の利用に関する業務

イ野母崎文化センター、長崎のもざき恐竜パーク体育館・庭球場の利用の許

可に関する業務

ウ恐竜パークの運営、宣伝及び利用促進に関する業務

工施設及びその設備の維持管理に関する業務

オ教育活動その他の活動の機会の提供に関する事業の実施に関する業務

力その他恐竜パークの運営に関して市長(恐竜博物館及び野母崎文化センタ

ーにあっては、教育委員会)が必要と認める業務
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(3)開場時間及び休場日

開場(館)時間及び休場(館)日は次のとおりとする。なお、承認の基準に

ついては、各条例の施行規則に定める。

(開館時間)

施設名

長崎市恐竜博物館

長崎市軍艦島資料館

長崎市野母崎文化センター

インフオメーションセンター

恐竜パーク体育館

恐竜パーク庭球場

承認の基準

午前9時から午後5時までの時間帯を基本と

し、 1日 8時間以上とすること。

(休館日)

施設名

長崎市恐竜博物館

午前9時から午後10時までの時間帯を基本

とし、 1日 1 3時間以上とすること。

午前8時から午後9時までの時問帯を基本と

し、 1日 11時問以上とすること。

長崎市軍艦島資料館

インフオメーションセンター

長崎市野母崎文化センター

恐竜パーク体育館

恐竜パーク庭球場

承認の基準

休館日は、.日曜日、士曜日及び国民の祝日に

関する法律(昭和23年法律第178号)に

規定する休日(1月1日を除く。)以外の日で

あること。また、年末年始の休館日は、 1月

1日及び1 2月3 1日であること。

休館日は、 4月1日から翌年3月31日まで

の間において6日以内であること。

休館日は、 1月1日から同月.3日まで及び1

2月29日から同月31日までの期間内であ

ること。
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(1

利用料金

)恐竜パークの各施設における利用料金の考え方

恐竜パーク条例には、恐竜パーク体育館、庭球場及び恐竜広場を使用する際の

行為の許可に係る利用料金を定めているが、恐竜博物館、軍艦島資料館、野母崎

文化センターの利用料金の基準額については、各施設の個別条例に定めている。

恐竜パークの各施設の利用料金については、現在の各々の施設の料金をそのま

ま基準額とし、指定管理者の提案に対して基準とする額の範囲内で市が承認のう

え設定する。

※利用料金の割引については、指定管理者が経験・実績等をもとに、施設利

用を促進させながら運営を行うことを踏まえた割引内容を市に提案し、

利用料金の基準とする額(上限額)の範囲内で市が承認することとする。

(2)各施設の利用料金の基準額

ア長崎市恐竜博物館(※長崎市恐竜博物館条例に規定)

区分

'

一般

小学校の児

毘、中学校の

生徒又は幼児

^

企画展示

個人

イ長崎市軍艦島資料館(※長崎市軍艦島資料館条例に規定)

観覧料(1 人 1 回につき)

500円

団体(15 人以上)

区分

200円

一般

企画展示に要する費用を勘案し、教育委員会が定める額

小学校の児童又

よ中学校の生徒

400円

年問観覧料

(1 人 1年間につき)

160円

個人

1,250.円

金額

200円

500円

100円

団体(15人以上)

1人につき 160円
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ウ長崎市野母崎文化センター(※長崎市文化センター条例に規定)

区分

多目的ホール

会議室

視聴覚室

午前9時から午後6時まで

文化センターの附属設備(※長崎市文化センター条例施行規則に規定)

照明器具

金額(1時間につき)

冷暖房設備

2,200円

多目的ホール

区分

工

多目的ホール

104円

午後6時から午後10時まで

長崎のもざき恐竜パーク体育館

(※長崎のもざき恐竜パーク条例に規定)

会議室

104円

視聴覚室

アリーナ

3,300円

金額(1時問につき)

バドミントン(1面につき)

トレーニング室

157円

区分

バレーボール(1面につき)

ステ^ジ

巧7円

バスケットボール(1面につき)

その他(全面)

恐竜パーク体育館の附属設備

(※長崎のもざき恐竜パーク条例施行規則に規定)

272円

2,200円

区分

卓球台

机

272円

金額(1時間につき)

補助椅子

272円

単位

691円

691円

1脚

1,037円

1脚

3,237円

1,204円

金額(1時間につき)

712円
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オ長崎のもざき恐竜パーク庭球場

(※長崎のもざき恐竜パーク条例に規定)

.金額

(半面につき)

区分

利用時間

一般

小学校の児童、中学校

の生徒又は高等学校の

生徒

午則8

時から

午前 10

時まで

午則

10時

から正

午まで

恐竜パーク庭球場の附属設備(※長崎のもざき恐竜パーク条例に規定)

419円

正午か

ら午後

2時ま

で

区分

209円

夜間照

明設備

419円

金額

(半面につき)

午後2

時から

午後4

時まで

209円

(3)恐竜広場の利用に係る行為の制限

恐竜広場においては、キッチンカーなどでの飲食の販売などが想定される

ことから、「長崎市都市公園条仮1」や「長崎市さくらの里条例」などに規定す

る「行為の許可」についても同様に行うこととする。

なお、行為を行う際の利用料金の基準額については、市で定める類似の条

例と同様の金額とする。

419円

3月1日から 1 0月3 1日まで

午後4

時から

午後6

時まで

2四円

11月1日から翌年2月末日まで

419円

午後6

時から

午後9

時まで

利用時間

209円

419円

209円

午後6時から

午後9時まで

628円

314円

行商、募金その他これらに類するもの

業として行う写真又は映画の撮影

行為の種類

午後7時から午

後9時まで

1,257円

興イテ

広告物の掲出

集会、展示会その他これらに類するもの

838円

1日

1日

単位

1月

1平方メートルにつき 1日

広告表示面積1平方メート

ルにつき1日

8

1平方メートルにつき 1日

金額

261円

104円

1,613円

18円

1,613円

12円



5 条例施行期日

(1)施行期日令和3年10月29日

(2)指定管理者の指定に関し必要な手続は、条例の施行の日前においても行うこ

とができる旨の規定公布の日

(3)恐竜博物館の利用に関する業務、宣伝及び利用促進に関する業務を指定管理

者へ行わせることができる旨の規定令和3年7月1日

6 各施設の供用開始前までの取り扱い

(1)軍艦島資料館・野母崎総合運動公園・野母崎文化センター・野母崎体育館

の取り扱い

恐竜パークの指定期間の始期については、当初、令和3年4月1日からを

予定していたが、恐竜パークの供用開始日を恐竜博物館の開館と併せ、令和

3年10月29日としたため、現在、指定管理者制度を導入している軍艦島

資料館、野母崎総合運動公園(共に非公募)については、指定期間が令和3

年3月31日までとなっていることから、令和3年4月1日から恐竜パ・「ク

の供用開始日前の令和3年10月28日までの期間は、引き続き現在の指定

管理者の管理運営を延長する。

また、野母崎文化センター及ぴ野母崎体育館については、現在、直営で管

理運営を行っているため、令和3年10月28日までは引き続き直営にて管

理運営を行う。

(2)インフオメーションセンターの取り扱い

「インフオメーションセンター」の設置に伴い実施する内部改修工事につ

いては、令和3年3月末に完了予定としているが、恐竜パークは令和3年1

0月29日から供用開始を予定しているため、改修工事完了後から、供用開

始日までの間については、雨天時にも休憩できる場所とし、野母崎総合運動

公園の利用者に開放することで、市民サービスの向上につながるため、公園

の休憩所(便益施設)として位置付け、公園区域に加え供用する。

なお、軍艦島資料館についても、現在は公園の区域外であるが、旧野母崎

福祉保健センター内に設置しているため公園区域とする。
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長崎市軍艦島資料館

野母崎総合運動公園

(新設)インフォメ

ーションセンター

指定管理の体系図

長崎市野母崎文化セ

ンター

長崎市野母崎体育館

●軍艦島資料館及び野母崎総合運動

公園の指定管理者が業務を行う

(非公募で現在の指定管理者である

哩〒母崎振興公社」を指定)

(新設)長崎市

恐竜博物館

●野母崎体育館及び野母崎文化セ

ンターは、市が直営で業務を行う

令和3年4月1日

、

●公募で決定す
る,,パーの
定管理者が博

物館の
などを、う

、

'JI

、.●公,喜で,決
1楚ずる恐竜
ソ叉'芋々,1φ指

,・1,定管・埋者力t
リ恐竃をく〒・ク

10

;1'1'i.、:1

令和3年7月1日

全体皿業盡
を行う

, π 1

1 ト

令和3年10月29日

ー
」



7 」部改正を行う条例

長崎のもざき恐竜パーク条例の制定に伴い、次の条例の一部改正を行う。

条例(所管)

長崎市体育館条例

(スボーツ振興課)

2

(附則第6項)

長崎市体育館条例に規定する「長崎市野母崎体育

館」の建物及び機能を恐竜パークに移し、新たに「長

崎のもざき恐竜パーク体育館」とすることに伴い、

「長崎市野母崎体育館」に関する規定を削除するな

どの所要の整備を行う。

長崎市文化センタ

一条例

(生涯学習課)

改正内容

3 長崎市公園条例

(土木総務課)

(附則第7項)

長崎市文化センター条例に規定する「長崎市野母

崎文化センター」について、現在、市が直営で行う

ている管理運営を、恐竜パークの指定管理者が行う

ことに伴い、指定管理者制度の導入に伴う規定に改

める所要の整備を行う。

4

(附則第8項)

長崎市公園条例に規定する哩〒母崎総合運動公園」

については、庭球場や駐車場、水仙の丘、展望台な

どで構成されているが、その施設や機能を恐竜パー

クに移し、新たに「恐竜広場」とすることに伴い、

哩〒母崎総合運動公園」に関する規定を削除するな

どの所要の整備を行う。

長崎市軍艦島資料

館条例

(観光政策課)

(附則第9項)

長崎市軍艦島資料館条例に規定する「長崎市軍艦

島資料館」の指定管理者に関する規定については、

利用料金や模写等の許可など一部の規定を除き、長

崎のもざき恐竜パーク条例に規定することになるた

め、所要の整備を行う。

11



(1)長崎市体育館条例新旧対照表

第 1条(略)

(名称及び位置)

第2条体育館の名称及ぴ位置は、次のとおりとす

る。

現行

名称

長崎市諏訪体育館

長崎市深堀体育館

長崎市野母崎体育館

位置

長崎市三和体育館

長崎市上西山町19番15号

長崎市琴海南部休育

館

第 1 条(略)

(名称及び位置)

第2条体育館の名称及び位置は、次のとおりとす

る。

長崎市深堀町5丁目712番

地

長崎市三重体育館

崎市野母町部8番地

改正後(案)

第3条~第7条(略)

長崎市布巻町認番地7

(使用料)

第8条前条第1項の許可を受けた者(長崎市諏訪

体育館に係るものを除く。)は、長崎市深堀体育

館にあつては別表第1、長崎市野母崎体育館にあ

長崎市琴海村松町703番

地14

名称

長崎市諏訪体育館

長崎市三京町708番地1

長崎市深堀体育館

つては別表第2、長崎市三和体育館にあつては別

長崎市三和体育館

表第3、長崎市琴海南部体育館にあつては別表第

位置

長崎市琴海南部体育

館

長崎市上西山町19番15号

4、長崎市三重体育館にあつては別表第5に定め

る使用料を納入しなけれぱならない。

2 前項の使用料は、利用の許可を受けた際に納入

しなけれぱならない。ただし、市長が特別の理由

があると認めるときは、この限りでない。

3 市長は、公益上その他特別の理由があると認め

るときは、使用料を減免することができる。

第9条(略)

(利用料金)

長崎市深堀町5丁目712番

地

長崎市三重体育館

長崎市布巻町部番地7

第3条~第7条(略)

長崎市琴海村松町703番

地14

(使用料)

第8条前条第1項の許可を受けた者(長崎市諏訪

体育館に係るものを除く。)は、長崎市深堀体育

館にあつては別表第1、長崎市三和体育館にあつ

ては別表第2、長崎市琴海南部体育館にあつては

長崎市三京町7船番地1

別表第3、長崎市三重体育館にあつては別表第4

に定める使用料を納入しなけれぱならない。

2 、前項の使用料は、利用の許可を受けた際に納入

しなけれぱならない。ただし、市長が特別の理由

があると認めるときは、この限りでない。

3 市長は、公益上その他特別の理由があると認め

るときは、使用料を減免することができる。

第9条(略)

(利用料金)

12



第10条第7条第1項の許可を受けた者(長崎市

諏訪体育館に係るものに限る。)は、長崎市諏訪

体育館の利用に係る料金(以下「利用料金」とい

う。)を指定管理者に支払わなけれぱならない。

2 利用料金は、別表第6に掲げる額を基準とし

て、利用の形態等の状況を勘案して指定管理者が

あらかじめ市長の承認を受けて定めるものとす

る。

3 長崎市諏訪体育館の柔道場又は剣道場を部分的

に利用する場合の利用料金については、指定管理

者があらかじめ市長の承認を受けて定めるものと

する。

4 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理

者の収入として収受させるものとする。

第10条第7条第1項の許可を受けた者(長崎市

諏訪体育館に係るものに限る。)は、長崎市諏訪

体育館の利用に係る料金(以下「利用料金」とい

う。)を指定管理者に支払わなけれぱならない。

2 利用料金は、別表第5に掲げる額を基準とし

第11条~第1 8条(略)

て、利用の形態等の状況を勘案して指定管理者が

あらかじめ市長の承認を受けて定めるものとす

る。

3 長崎市諏訪体育館の柔道場又は剣道場を部分的

に利用する場合の利用料金については、指定管理

者があらかじめ市長の承認を受けて定めるものと

する。

4 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理

者の収入として収受させるものとする。

(市長による管理)

第19条市長は、指定管理者の指定をすることが

できないとき、又は指定管理者の指定を取り消

し、若しくは期問を定めて管理の業務の停止を命

じたときは、第3条第1項の規定にかかわらず、

管理の業務を自ら行うものとする。

2,前項の場合においては、第5条第2項、第7条

第1項、第1 0条第1項及び第3項、第11条、

第16条第2項並びに別表第6の規定の適用につ

いては、'第5条第2項中「市長の承認を得て指定

管理者が」とあるのは「市長が別に」と、第7条

第1項中「市長(長崎市諏訪体育館にあつては、

指定管理者。以下この条、第12条、第13条及

び第16条第1項において同じ。)」とあるのは

「市長」と、第10条第1項中「長崎市諏訪体育

館の利用に係る料金(以下「利用料金」という。)

第11条~第1 8条(略)

(市長による管理)

第19条市長は、指定管理者の指定をすることが

できないとき、'又は指定管理者の指定を取り消

し、若しくは期間を定めて管理の業務の停止を命

じたときは、第3条第1項の規定にかかわらず、

管理の業務を自ら行うものとする。

2 前項の場合における第5条第2項、第7条第1

項、第 1 0条第 1項及び第3項、第11条、第 1

6条第2項並びに別表第5の規定の適用について

は、第5条第2項中「市長の承認を得て指定管理

者が」とあるのは「市長が別に」と、第7条第1

項中「市長(長崎市諏訪体育館にあつては、指定

管理者。以下この条、第12条、第13条及び第

1 6条第1項において同じ。)」とあるのは「市

長」と、第10条第1項中「長崎市諏訪体育館の

利用に係る料金(以下「利用料金」という。)を指

13
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を指定管理者に支払わなけれぱならない」とある

のは「別表第6に掲げる使用料を市長に納入しな

けれぱならない」と、同条第3項中「利用料金に

ついては、指定管理者があらかじめ市長の承認を

受けて」とあるのは「使用料については、市長が

別に」と、第11条中「指定管理者は、あらかじ

め市長の承認を受けて定める基準に基づき、利用

料金」とあるのは「市長は、公益上その他特別の

理由があると認めるときは、使用料」と、第16

条第2項中「市及び指定管理者」とあるのは

「市」と、別表第6中「金額』とあるのは「使用

料」とし、第5条第3項並びに第10条第2項及

び第4項の規定は適用しない。

3 市長は、第1項の規定により管理の業務を行う

こととし、又は同項の規定により行つている管理

の業務を行わないこととするときは、あらかじめ

その旨を告示するものとする。

14

定管理者に支払わなければならない」とあるのは

「別表第6に掲げる使用料を市長に納入しなけれ

ぱならなし、」と、同条第3項中「利用料金につい

ては、指定管理者があらかじめ市長の承認を受け

て」とあるのは「使用料については、市長が別

に」と、第11条中「指定管理者は、あらかじめ

市長の承認を受けて定める基準に基づき、利用料

金」とあるのは「市長は、公益上その他特別の理

由があると認めるときは、使用料」と、第16条

第2項中「市及び指定管理者」とあるのは「市」

と、別表第6中「金額」とあるのは「使用料」と

し、第5条第3項並びに第10条第2項及び第4

項の規定は適用しない。

3 市長は、第1項の規定により管理の業務を行う

こととし、又は同項の規定により行つている管理

の業務を行わないこととするときは、あらかじめ

その旨を告示するものとする。

第20条

別表第1

別表第2

(略)

(略)

アリーナ

区分

バドミントン a面につき)

バレーボール(1面につき)

バスケットボール(1面につ

使用料 a時

き)

第20条

別表第1

(削除)

トレーニング室

間につき)

その他,(全面)

ステージ

(略)

(略)

備考

691

691

1,037
^,

3,237

1,204

712

巴



利用時間が1時間未満であるとき、又はその時

問に1時問未満の端数があるときは、その時問又

はその端数時間は、 1時問として計算する。

2 営利、営業、宣伝その他これらに類する目的で

利用するときの使用料は、この表に掲げる使用料

の倍額とする。

3 アリーナ又はステージの利用者がその利用に係

る準備又はりハーサルのために利用する時問の使

用料は、この表に掲げる額(備考2の適用があると

きは、当該適用後の額)の4割に相当する額とす

る。

4 附属設備の使用料は、市長が別に定める。

15

別表第3

'

専用使用料

体育館

区分

'日

=議室

曜日、日曜日又は休日

平日

備考

1 「休日」とは、国民の祝日に関する法律に規定

する休日をいう。

2 利用時問が1時間未満であるとき、又はその時

問に1時問未満の端数があるときは、その時間又

はその端数時間は、 1時間として計算する。

3 営利、営業、宣伝その他これらに類する目的で

利用するときの使用料は、この表に掲げる使用料

の倍額とする。

4 体育館を部分的に利用するときの使用料は、市

金額 a時問

につき)

土曜日、日曜日又は休日

別表第2

専用使用料

1.100

円

1,320

体育館

220

区分

'日

261

会議室

曜日、日曜日又は休日

平日

備考

1 「休日」とは、国民の祝日に関する法律(昭和

23年法律第178号)に規定する休日をいう。

金額(1時間

につき)

土曜日、日曜日又は休日

2 利用時問が1時間未満であるとき、又はその時

問に1時問未満の端数があるときは、その時問又

はその端数時間は、 1時間として計算する。

3 営利、営業、宣伝その他二れらに類する目的で

利用するときの使用料は、この表に掲げる使用料

の倍額とする。

4 体育館を部分的に利用するときの使用料は、市

1,100

円

1,320

220

261



長が別に定める。

5 利用者がその利用に係る準備又はりハーサルの

ために利用する時問の使用料は、この表に掲げる

額(備考3又は4の適用があるときは、当該適用

後の額)の4割に相当する額とする。

6 附属設備の使用料は、市長が別に定める。

2 練習使用料

卓球(1 台につき)

長が別に定める。

5 利用者がその利用に係る準備又はりハーサルの

ために利用する時問の使用料は、この表に掲げる

額(備考3又は4の適用があるときは、当該適用

後の額)の4割に相当する額とする。

6 附属設備の使用料は、市長が別に定める。

区分

バドミントン(1 面につき)

バレーボール(1面につき)

バスケットボール(1面につき)

備考

1 利用時問が1時間未満であるとき、又はその時

間に1時問未満の端数があるときは、その時間又

はその端数時間は、 1時問として計算する。

2 附属設備の使用料は、市長が別に定める。

金額(1時問

につき)

2 練習使用料

104

円

16

104

別表第4

卓球(1台につき)

157

(表は略)

別表第5

区分

220

バドミントン(1面につき)

(表は略)

別表第6

バレーボール(1面につき)

バスケットボール(1面につき)

(表は略)

備考

1 利用時間が1時間未満であるとき、又はその時

間に1時問未満の端数があるときは、その時間又

はその端数時問は、 1時間として計算する。

2'附属設備の使用料は、市長が別に定める。

金額(1時間

につき)

104

円

104

別表第3

157

(表は略)

別表第4

220

(表は略)

別表第5

(表は略)



,

(2)長崎市文化センター条例新旧対照表

第1条~第2条(略)

(指定管理者による管理)

現行

第3条教育委員会は、長崎市ヴィラ・オリンピカ

伊王島(以下「ヴィラ・オリンピカ」という。)

の管理を地方自治法(昭和22年法律第67号)

第244条の2第3項の規定により、教育委員会

が指定するもの(以下「指定管理者」という。)

に行わせる。

2 教育委員会は、前項の指定に当たつては、公募

の方法により、二れを行うものとする。

3 指定管理者の指定を受けようとするものは、申

第1条~第2条(略)

請書に事業計画書その他教育委員会規則で定める

害類を添付して、教育委員会に提出しなけれぱな

らない。

4 教育委員会は、前項の規定により提出された書

類を審査し、次に掲げる条件を満たすもののうち

から最も適当と認めるものを指定管理者として指

(ヴィラ・オリンピカに係る指定管理者による管

改正後(案)

理)

第3条教育委員会は、長崎市ヴィラ・オリンピカ

伊王島(以下「ヴィラ・オリンピカ」という。)

の管理を地方自治法(昭和22年法律第67号)

第244条の2第3項の規定により、教育委員会

が指定するもの(以下「ヴィラ・オリンピカの指

定する。

(1)~(4)(略)

(指定管理者が行う業務)

定管理者」という。)に行わせる。

2 教育委員会は、前項の指定に当たつては、公募

の方法により、これを行うものとする。

3 ヴィラ・オリンピカの指定管理者の指定を受け

第4条指定管理者は、次に掲げる業務を行うもの

とする。

(1)~(3)(略)

(開館時間及び休館日)

第5条センター(ヴィラ・オリンピカを除く。)

ようとするものは、申請書に事業計画書その他教

育委員会規則で定める書類を添付して、教育委員

会に提出しなけれぱならない。

4 教育委員会は、前項の規定により提出された書

類を審査し、次に掲げる条件を満たすもののうち

から最も適当と認めるものをヴィラ・オリンピカ

の開館時間及び休館日は、教育委員会規則で定め

る。

2 ヴィラ・オリンピカの開館時間及ぴ休館日は、

教育委員会の承認を得て指定管理者が定める。

17

の指定管理者として指定する。

(1)~(4)(略)

(ヴィラ・オリンピカの指定管理者が行う業務)

第4条ヴずラ・オリンピカの指定管理者は、次に

掲げる業務を行うものとする。

(1)~(3)(略)

(開館時問及び休館日)

第5条センター(ヴィラ・オリンピカ及び長崎市

野母崎文化センターを除く。)の開館時問及び休

館日は、教育委員会規則で定める。

2 ヴィラ・オリンピカの開館時間及び休館日は、

教育委員会の承認を得てヴィラ・オリンピカの指



前項の承認の基準は、ヴィラ・オリンピカの利

用形態、利用者の利便性等を勘案して教育委員会

規則で定める。

(利用の許可)

第6条センターの別表に掲げる施設(以下単に

「施設」という。)を利用しようとする者は、教

育委員会(ヴィラ・オリンピカにあつては、指定

管理者。以下この条、第12条、第13条及び第

16条第1項において同じ。)の許可を受けなけ

れぱならない。

定管理者が定める。

3 長崎市野母崎文化センター(以下哩〒母崎文化

センター」という。)の開館時間及ぴ休館日は、

教育委員会の承認を得て指定管理者(長崎のもぎ

き恐竜パーク条例(令和2年長崎市条例第

ンピカの利用料金」という。)をヴィラ・オリン

以下「恐竜パーク条例」という。)第3条第 1項

の指定管理者をいう。以下哩〒母崎文化センター

の指定管理者」という。)が定める。

2~ 3 (略)

(使用料)

前2項の承認の基準は、ヴィラ・オリンピカ及

,

び野母崎文化センターの利用形態、利用者の利便

性等を勘案して教育委員会規則で定める。

(利用の許可)

第6条センターの別表第1から別表第3までに掲

第7条利用の許可を受けた者(ヴィラ・オリンピ

力に係るものを除く。)は、別表第1に定める使用

料を納入しなげれぱならない。

げる施設(以下単に「施設」という。)を利用し

ようとする者は、教育委員会(ヴィラ・オリンピ

力にあつてはヴィラ・オリンピカの指定管理者、

^

フヨ'0

2 (略)

第8条~第9条

(利用料金)

野母崎文化センターにあっては野母崎文化センタ

第10条利用の許可を受けた者(ヴィラ・オリン

ピカの利用に係るものに限る。)は、ヴィラ・オ

リンピカの利用に係る料金(以下「利用料金」と

ーの指定管理者。以下この条、第12条、第13

条及び第16条第1項において同じ。)の許可を

受けなけれぱならない。

2~ 3 (略)

(使用料)
ノ

第7条利用の許可を受けた者(ヴィラ・オリンピ

(略)

いう。)を指定管理者に支払わなけれぱならな

力及び野母崎文化センターに係るものを除く。)

は、別表第1に定める使用料を納入しなけれぱな

らない。

2 (略)

第8条~第9条(略)

(ヴィラ・オリンピカの利用料金)

18

第10条利用の許可を受けた者(ヴィラ・オリン

ピカの利用に係るものに限る。)は、ヴィラ・オ

リンピカの利用に係る料金(以下「ヴィラ・オリ

4
-豊



.

い。

2 利用料金(附属設備の利用に係るものを除

<。)は、別表第2に掲げる額を基準として、利

用の形態等の状況を勘案して指定管理者があらか

じめ市長の承認を受けて定めるものとする。

3 附属設備の利用に係る利用料金については、指

定管理者があらかじめ市長の承認を受けて定める

ものとする。

4 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理

者の収入として収受させるものとする。

ピカの指定管理者に支払わなけれぱならない。

2 ヴィラ・オリンピカの利用料金(附属設備の利

用に係るものを除く。)は、別表第2に掲げる額

を基準として、利用の形態等の状況を勘案してヴ

イラ・オリンピカの指定管理者があらかじめ市長

の承認を受けて定めるものとする。

3 附属設備の利用に係るヴィラ・オリンピカの利

用料金については、ヴィラ・オリンピカの指定管

理者があらかじめ市長の承認を受けて定めるもの

とする。

4 市長はヴィラ・オリンピカの指定管理者にヴィ

ラ・オリンピカの利用料金を当該指定管理者の収

入として収受させるものとする。

(野母崎文化センターの利用料金)

、

19

第10条の2 利用の許可を受けた者(野母崎文化セ

ンターの利用に係るものに限る。)は、野母崎文

化センターの利用に係る料金(以下「野母崎文化

センターの利用料金」という。)を野母崎文化セ

ンターの指定管理者に支払わなけれぱならない。

2

(利用料金の減免)

野母崎文化センターの利用料金(附属設備の利

第11条指定管理者は、あらかじめ市長の承認を

用に係るものを除く。)は、別表第3に掲げる額

を基準として、利用の形態等の状況を勘案して野

母崎文化センターの指定管理者があらかじめ市長

の承認を受けて定めるものとする。

3 附属設備の利用に係る野母崎文化センターの利

用料金については、野母崎文化センターの指定管

理者があらかじめ市長の承認受けて定めるもの

とする。

4 市長は、野母崎文化センターの指定管理者に野

母崎文化センターの利用料金を当該指定管理者の

収入として収受させるものとする。

(ヴィラ・オリンピカの利用料金の減免)

第11条ヴィラ・オリンピカの指定管理者は、あ



受けて定める基準に基づき、利用料金を減免するこ

とができる。

第12条~第15条(略)

(利用の許可の取消し等)

第16条

1 (略)

2 前項の規定による処分によつて利用者に損害が

生じる二とがあつても、市及び指定管理者は、そ

らかじめ市長の承認を受けて定める基準に基づ

き、ヴィラ・オリンピカの利用料金を減免するこ

とができる。

(野母崎文化センターの利用料金の減免)

の責めを負わない。

第11条の2 野母崎文化センターの指定管理者

(原状回復)

第17条~第1 9条(略)

(職員)

第20条センター(ヴィラ・オリンピカを除

は、あらかじめ市長の承認を受けて定める基準に

基づき、野母崎文化センターの利用料金を減免す

る二とができる。

第12条~第15条(略)

(利用の許可の取消し等)

第16条

1 (略)

2 前項の規定による処分によつて利用者に損害が

生じることがあつても、市、ヴィラ・オリンピカ

<。)に、所長その他必要な職員を置く。

20

(教育委員会による管理)

第21条教育委員会は、指定管理者の指定をする

ことができないとき、又は指定管理者の指定を取

り消し、若しくは期問を定めて管理の業務の停止

を命じたときは、第3条第1項の規定にかかわら

ず、管理の業務を自ら行うものとする。

の指定管理者及び野母崎文化センターの指定管理

者は、その責めを負わない。

(原状回復)

第17条~第19条(略)

(職員)

第20条センター(ヴィラ・オリンピカ及び野母

じたときは、恐竜パーク条例第3条第1項の規定

2 前項の場合における第5条第2項、第6条第1

項、第1 0条第1 項及ぴ第3項、第 11条、第1

6条第2項、前条並びに別表第2の規定の適用に

崎文化センターを除く。)に、所長その他必要な

つぃては、第5条第2項中「教育委員会の承認を

職員を置く。

(教育委員会による管理)

得て指定管理者が」とあるのは「教育委員会が別

第21条教育委員会は、ヴィラ・オリンピカの指

定管理者の指定をすることができないとき、又は

ヴィラ・オリンピカの指定管理者の指定を取り消

し、若しくは期間を定めて管理の業務の停止を命

じたときは、第3条第1項規定にかかわらず、管

理の業務を自ら行うものとする。

2 市長及び教育委員会は、野母崎文化センターの

指定管理者を指定することができないとき、又は

野母崎文化センターの指定管理者の指定を取り消

し、若しくは期間を定めて管理の業務の停止を命



.

に

オリンピカにあつては、指定管理者。以下この

と、第6条第 1項中「教育委員会(ヴィラ

条、第12条、第13条及び第 16条第1項にお

いて同じ。)」とあるのは「教育委員会」と、第

10条第 1項中「ヴィラ・オリンピカの利用に係

る料金(以下「利用料金」という。)を指定管理

者に支払わなけれぱならない」とあるのは「別表

第2に掲げる使用料を納入しなければならない」

と、同条第3項中「利用料金については、指定管

理者があらかじめ市長の承認を受けて」とあるの

は「使用料については、市長が別に」と、第11

条中「指定管理者は、あらかじめ市長の承認を受

にかかわらず、管理の業務を自ら行うものとす

けて定める基準に基づき、利用料金」とあるのは

る。

「市長は、公益上その他特別の理由があると認め

るときは、使用料」と、第16条第2項中「市及

び指定管理者」とあるのは「」と、前条中「セ

ンター(ヴィラ・オリンピカを除く。)」とある

のは「センター」と、別表第2中「金額」とある

のは「使用料」とし、第5条第3項並びに第 10

条第2項及び第4項の定は適用しない

3 第1項の場合における第5条第2項、第6条第

1項、第 1、0条第 1項及び第3項、第 11条、第

16条第2項、前条並びに別表第2の規定の適用

については、第5条第2項中「教育委員会の承認

を得てヴィラ・オリンピカの指定管理者が」とあ

るのは「教育委員会が別に」と、第6条第1項中

「教育委員会(ヴィラ・オリンピカにあつてはヴ

イラ・オリンピカの指定管理者、」とあるのは

「教育委員会(」と、第1 0条第1 項中「ヴィ

ラ・オリンピカの利用に係る料金(以下「ヴィ

ラ・オリンピカの利用料金」という。)をヴィ

ラ・オリンピカの指定管理者に支払わなけれぱな

らない」とあるのは「別表第2に掲げる使用料を

21



市長に納入しなけれぱならない」と、同条第3項

中「ヴィラ・オリンピカの利用料金については、

ヴィラ・オリンピカの指定管理者があらかじめ市

長の承認を受けて」とあるのは「使用料にっいて

は、市長が別に」と、第 11条中「ヴィラ・オリ

ンピカの指定管理者は、あらかじめ市長の承認を

受けて定める基準に基づき、ヴィラ・オリンピカ

の利用料金」とあるのは「市長は、特別の理由が

あると認めるときは、使用料」と、第 16条第2

軍

項中「市、ヴィラ・'オリンピカの指定管理者及び

野母崎文化センターの指定管理者」とあるのは

「市及び野母崎文化センターの指定管理者」と、

前条中「センター(ヴィラ,オリンピカ及び」と

あるのは「センター(」と、別表第2中「金額」

とあるのは「使用料」とし、第5条第4項(ヴィ

ラ・オリンピカに係るものに限る。)並びに第10

条第2項及び第4項の規定は適用しない。

4 第2項の場合における第5条第3項、第6条第

1項、第1 0条の2第 1項及び第3項、第 11条

の2、第16条第2項、前条並ぴに別表第3の規

定の適用については、第5条第3項中「教育委員

会の承認を得て指定管理者(長崎のもざき恐竜パ

ーク設置条例(令和2年長崎市条例第

「恐竜パーク条例」という。)第3条第 1項の指

定管理者をいう。以下「野母崎文化センターの指

定管理者」という。)が」とあるのは「教育委員

会が別に」と、第6条第1項中「教育委員会(ヴ

オリンピカにあつてはヴィラ・オリンピカイフ'

の指定管理者、野母崎文化センターにあっては野

母崎文化センターの指定管理者」とあるのは「教

育委員会(ヴィラ・オリンピカにあつてはヴィ

^

フヨ。

ラ・オリンピカの指定管理者」と、第10条の2第

以下

1項中哩〒母崎文化センターの利用に係る料金

22



゛

(以下哩〒母崎文化センターの利用料金」とい

う。)を野母崎文化センターの指定管理者に支払

わなけれぱならないとあるのは

掲げる使用料市長に納入しなけれぱならない」

と、同条第3項中哩〒母崎文化センターの利用料

金については、野母崎文化センターの指定管理者

があらかじめ市の承認を受けて」とあるのは

「使用料については、市長が別に」と、第11条

の2中「野母崎文化センターの指定管理者は、あ

らかじめ市長の承認を受けて定める基準に基づ

「別表第3に

3 教育委員会は、第1項の規定により管理の業務

を行うこととし、又は同項の規定により行つてい

る管理の業務を行わないこととするときは、あら

かじめその旨を告示するものとする。

き、野母崎文化センターの利用料金」とあるのは

「市長は、特別の理由があると認めるときは、使

用料」と、第 1 6条第2項中「市、ヴィラ・オリ

ンピカの指定管理者及ぴ野母崎文化センターの指

定管理者」とあるのは「市及びヴィラ・オリンピ

第22条~第23条

力の指定管理者」と、前条中「センター(ヴィ

ラ・オリンピカ及び野母崎文化センター」とある

のは「センター(ヴィラ・オリンピカ」と、別表

第3中「金額」とあるのは「使用料」とし、第5

条第4項(野母崎文化センターに係るものに限

(略)

る。)並びに第10条の2第2項及び第4項の規定

は適用しない。

、

教育委員会は、第1項若しくは第2項の規定に

より管理の業務を行うこととし、又は第1項若し

くは第2項の規定により行つている管理の業務を

行わないこととするときは、あらかじめその旨を

告示するものとする。

第22条~第23条(略)

附則伊羽

(施行期日)

この条例は、令和3年10月29日から施行す

る。

(経過措置)

23
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ノ

3 施行日前に、附則第7項の規定による改正前の

別表第1 (第7条関係)

1 長崎市野母崎文化センターの使用料

長崎市文化センター条例(次項において「改正前

文化センター条例」という。)の規定によりなさ

れた利用の許可その他の行為は、同項の規定によ

る改正後の長崎市文化センター条例の相当規定に

よりなされたものとみなす。

区分

4

多目的ホール

施行日前に改正前文化センター条例の規定に基

づき長崎市野母崎文化センターの利用の許可を受

会議室

2 長崎市琴海文化センターの使用料

(表は略)

3 長崎市琴海南部文化センターの使用料

(表は略)

別表第2 (第10条関係)

(表は略)

けた者の使用料については、なお従前の例によ

午前9時から

金額(1時問につき)

視聴覚室

午後6時まで

る。

(準備行為)

157

10

午後6時から

2,200

指定管理者の指定に関し必要な手続きは、施

午後10時まで

行日前においても行うことができる。

別表第1

(削除)

104

104

(第7条関係)

3,300

157

157

巧7

1 長崎市琴海文化センターの使用料

(表は略)

2 長崎市琴海南部文化センターの使用料

(表は略)

別表第2 (第10条関係)

(表は略)

別表第3 (第1 0条の2関係)

、

区分

多目的ホール

会議室

午前9時から

金額(1時間につき)

備考

視聴覚室

午後6時まで

24

午後6時から

2,200

午後10時まで

104

104

3 300

巴

巴

巴

巴



利用時間が1時間未満であるとき、又はその時

間に1時間未満の端数があるときは、その利用時

問又はその端数時問は、 1時問として計算する。

2 営利、営業、宣伝その他これらに類する目的で

利用するときの金額は、この表に掲げる金額の倍

額とする。

3 多目的ホールの利用者がその利用に係る準備又

はりハーサルのために利用する時問の金は

の に掲げる額(備考2の適用があるときは、当

該適用後の額)の4割に相当する額とする。 この

場合において、当該4割に相当する額に1円未満

の端数があるときは、その端数を切り捨てるもの

とする。

25
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(3)長崎市公園条例新旧対照表

第 1条~第3条(略)

(有料公園施設)

第4条公園施設で有料で利用させるもの(以下

「有料公園施設」という。)ほ、別表第1のとお

りとし、その利用時間及び利用日は、市長が別に

定める。

2 有料公園施設哩〒母崎総合運動公園の有料公園

現行

施設を除く。)を利用しようとす.る者は、市長の

許可を受けなけれぱならない。

第5条(略)

第 1条~第3条(略)

(指定管理者による管理)

(有料公園施設)

第4条公園施設で有料で利用させるもの(以下

「有料公園施設」という。)は、別表第 1のとお

りとし、その利用時間及び利用日は、市長が別に

定める。

2 有料公園施設を利用しようとする者は、市長の

許可を受けなけれぱならない。

第6条市長は、野母崎総合運動公園(以下「野母

改正後(案)

崎公園」という。)の管理を地方自治法(昭和22

年法律第67号)第244条の2第3項の規定に

より、次に掲げる条件を満たす団体であつて、市

長が指定するもの(以下「指定管理者」という。)

に行わせる。

(1)市民の平等利用を確保することができるもの

であること。

②野母崎公園の効用を最大限に発揮するととも

第5条(略)

に、管理経費の縮減が図られるものであること。

③野母崎公園の管理を安定して行う物的能力及

(削除)

び人的能力を有しているものであること。

(指定管理者が行う業務)

第7条指定管理者は、次に掲げる業務を行うもの

とする。

(1)野母崎公園の有料公園施設の利用の許可その

(削除)
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他の野母崎公園の有料公園施設の利用に関する業

②野母崎公園の施設及び設備の維持管理に関す

る業務

(3)前2号に掲げるもののほか、野母崎公園の運

27

営に関して市が必要と認める業務

(野母崎公園の利用の許可)

第8条野母崎公園の有料公園施設を利用しようと

する者は、指定管理者の許可を受けなけれぱなら

ない。

(利用料金)

第9条前条の許可を受けた者は、野母崎公園の有

料公園施設の利用に係る料金(以下「利用料金」

という。)を指定管理者に支払わなけれぱならな

い。

2 利用料金(附属設備(夜問照明設備を除く。)の

利用に係るものを除く。)は、別表第3に掲げる

(削除)

額を基準として、利用の形態等の状況を勘案して

指定管理者があらかじめ市の承認を受けて定め

るものとする。

3 附属設備(夜問照明設備を除く。)の利用に係る

利用料金については、指定管理者があらかじめ市

(削除)

の承認を受けて定めるものとする

4 市は、指定管理者に利用料金を当該指定管理

者の収入として収受させるものとする。

(利用料金の減免)

第10条指定管理者は、あらかじめ市長の承認を

受けて定める基準に基づき、利用料金を減免する

ことができる。

(削除)

贅



(公園の管理)

第11条この条例に定めるもののほか、公園にお

ける行為の禁止又は制限、有料公園施設の利用、

公園施設の設置又は管理、占用その他公園の管理

については、都市公園の例による。

(市長による管理)

第12条市長は、指定管理者の指定をすることが

できないとき、又は指定管理者の指定を取り消

し、若しくは期問を定めて管理の業務の停止を命

じたときは、第6条の規定にかかわらず、管理の

業務を自ら行うものとする。

(公園の管理)

第6条この条例に定めるもののほか、公園におけ

る行為の禁止又は制限、有料公園施設の利用、公

園施設の設置又は管理、占用その他公園の管理に

ついては、都市公園の例による。

ノ

2 前項の場合においては、第8条、第9条第1項

及び第3項、第10条並びに別表第3の規定の適

用については、第8条中「指定管理者」とあるの

は「市長」と、第9条第1項中哩〒母崎公園の有

料公園施設の利用に係る料金(以下「利用料金」

という。)を指定管理者に支払わなけれぱならな

(削除)

い」とあるのは「別第3に掲げる使用料を市長

、.

に納入しなければならない」と、同条第3項中

「利用に係る利用料金については、指定管理者が

あらかじめ市長の承認を受けて」とあるのは「使

用料については、市長が別に」と、第10条中

「指定管理者は、あらかじめ市長の承認を受けて

定める基準に基づき、利用料金」とあるのは「市

長は、公益上その他特別の理由があると認めると

きは、使用料の全部又は一部」と、別第3中

「基準額」及ぴ「金額」とあるのは「使用料」と

第9条第2項及ぴ第4項の規定は適用しなし、

い。

3 市長は、第1項の規定により管理の業務を行う
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二ととし、又は同項の規定により行つている管理

の業務を行わないこととするときは、あらかじめ



その旨を告示するものとする。

(委任)

第13条

市長が定める。

この条例の施行について必要な事項は、

(罰貝ID

第14条

徴収を免れた者については、その徴収を免れた金

額の5倍に相当する金額(当該5倍に相当する金

額が5万円を超えないときは、 5万円とする。)

以下の過料を科する。

詐欺その他不正の行為により、使用料の

別表第1

(委任)

第7条この条例の施行について必要な事項は、市

長が定める。

公園名

高島ふれあい多.目

的運動公園

(罰貝ID

第8条詐欺その他不正の行為により、使用料の徴

収を免れた者については、その徴収を免れた金額

の5倍に相当する金額(当該5倍に相当する金額

が5万円を超えないときは、 5万円とする。)以

下の過料を科する。

野母崎総合運動公

有料公園施設の名称

外海総合公園

高島ふれあい多目的運動公

園庭球場

外海運動公園

岳路運動公園

野母崎総合運動公園チ球場

琴海北部運動公園

琴海中部運動公園

外海総合公園運勳場

別表第1

外海運動公園運動場

琴海南部運動公園

岳路運動公園運動場

公園名

琴海北部運動公園運動場

高島ふれあい多目

的運動公園

別表第2 (略)

別表第3

琴海中部運動公園運動場

琴海中部運動公園庭球場

外海総合公園

野母崎総合運動公園庭球場の利用に係る基準額

琴海南部運動公園運動場

外海運動公園

有料公園施設の名称

岳路運動公園

高島ふれあい多目的運動公

園庭球場

琴海北部運動公園

琴海中部運動公園

外海総合公園運動場

外海運動公園運動場

琴海南部運動公園

岳路運動公園運動場

琴海北部運動公園運動場

琴海中部運動公園運動場

琴海中部運動公園庭球場

別表第2 (略)

(削除)

琴海南部運勳公園運動場
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利用時間

金額

(半面に

30

午

つき)

ー^

目1」

10

区分

一般

小学生の児

^

中学生の^、

生徒又は高等

419

学校の生徒

2的

419

備考利用者(第8条の許可を受けた者をいう。)

円

209

がこの表に掲げる利用時間帯のいずれかの全部を

419

円

その利用に係る準備又はりハーサルのために利用

209

419

する場合の金額は、この表に掲げる金額の4割に

209

419

相当する額とする。

209

628

314

②附属設備

金額

(半面につき)

区分

利用時問

夜問照明

設備

午後6

時から

午後9

時まで

3月1日から

10月31日

午後7時

まで

から午後

9時まで

838円

午
一
後
旦
賤
か
一
ら
一
午
一
後
旦
岐
圭
で
一

生
後
 
4
一
畦
か
一
ら
一
午
一
後
旦
壁
圭
で
一

生
後
 
2
一
畦
か
一
旦
午
一
後
 
4
一
畦
ま
一
.
で
一

正
午
一
か
一
ら
一
午
一
後
 
2
一
畷
圭
で
一

午
一
前
旦
畦
か
一
ら
午
一
前
四
畦
圭
で
一

堕
か
一
ら
一
正
午
一
圭
で
一

巴巴巴巴



備考

11月1日か

ら翌年2月末

童、中学校の生徒及び高等学校の生徒を除く。)

「一般」とは、15歳以上の者(小学校の児

日まで

をいう。

1,257円
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(4)長崎市軍艦島資料館条例新旧対照表

第 1条~第2条(略)

(指定管理者による管理)

第3条市長は、資料館の管理を地方自治法(昭和

22年法律第67号)第244条の2第3項の規

現行

定により、次に掲げる条件を満たす団体であっ

て、市長が指定するもの(以下「指定管理者」と

いう。)に行わせる。

①市民及び観光客の平等利用を確保することがで

きるものであること。

②資料館の効用を最大限に発揮するとともに、管

理経費の縮減が図られるものであること。

③資料館の管理を安定して行う物的能力及び人的

第1条~第2条(略)

能力を有しているものである二と。

(削除)

④前3号に掲げるもののほか、市長が別に定める

改正後(案)

条件

(指定管理者が行う業務)

第4条指定管理者は、次に掲げる業務を行うもの

とする。

(1)資料館の利用の許可その他の資料館の利用に関

以下「恐竜パー

する業務

②資料館の宣伝及び利用促進に関する業務

③資料館の施設及び設備の維持管理に関す,る業

(4)前3号に掲げるもののほか、資料館の運営に関

して市が必要と認める業務

(開館時間及び休館日)

第5条資料館の開館時問及び休館日は、市長の承

認を得て指定管理者が定める。

(削除)

(開館時問及び休館日)

第3条資料館の開館時間及び休館日は、市長の承

認を得て指定管理者(長崎のもざき恐竜パーク条

例(令和2年長崎市条例第

ク条仰1」という。)第3条第1項の指定管理者を
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いう。以下同じ。)が定める。

^
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2 前項の承認の基準は、資料館の利用形態、利用

者の利便性等を勘案して市長が別に定める。

(利用料金)

第6条資料館の展示室に展示している資料を観覧

しようとする者は、資料館の利用に係る料金(以

下「利用料金」という。)を指定管理者に支払わ

なけれぱならない。

2 利用料金は、別表に掲げる額を基準として、利

用の形態等の状況を勘案して指定管理者があらか

じめ市長の承認を受けて定めるものとする。

3 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理

者の収入として収受させるものとする。

(利用料金の減免)

第7条指定管理者は、あらかじめ市長の承認を受

けて定める基準に基づき、利用料金を減免するこ

とができる。

(模写等の許可)

第8条学術研究等のため、資料館の資料(市長が

指定するものに限る。第12条において同じ。)

2 前項の承認の基準は、資料館の利用形態、利用

者の利便性等を勘案して市長が別に定める。

(利用料金)

第4条資料館の展示室に展示している資料を観覧

しようとする者は、資料館の利用に係る料金(以

下「利用料金」という。)を指定管理者に支払わ

なけれぱならない。

2 利用料金は、別表に掲げる額を基準として、利

用の形態等の状況を勘案して指定管理者があらか

じめ市長の承認を受けて定めるものとする。

3 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理

者の収入として収受させるものとする。

(利用料金の減免)

第5条指定管理者は、あらかじめ市長の承認を受

けて定める基準に基づき、利用料金を減免するこ

とができる。

(模写等の許可)

第6条学術研究等のため、資料館の資料(市長が

指定するものに限る。第10条において同じ。)

の模写、模造、複製、撮影等(以下「模写等」と

いう。)をしようとする者は、指定管理者の許可

を受けなけれぱならない。

2 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する

場合には、前項の許可(以下「模写等の許可」と

いう。)をしない。

(1)公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがある

とき。

②資料館の管理上支障があるとき。

③その他指定管理者が適当でないと認めると

き。

3 指定管理者は、資料館の管理上必要があると認

めるときは、模写等の許可について条件を付する

ことができる。

の模写、模造、複製、撮影等(以下「模写等」と

いう。)をしようとする者は、指定管理者の許可

を受けなけれぱならない。

2 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する

場合には、前項の許可(以下「模写等の許可」と

いう。)をしない。

①公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがある

とき。

②資料館の管理上支障があるとき。

③その他指定管理者が適当でないと認めると

き。

3 指定管理者は、資料館の管理上必要があると認

めるときは、模写等の許可について条件を付する

ことができる。
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(権利の譲渡等の禁止)

第9条模写等の許可を受けた者(以下「利用者」

という。)は、その権利を他人に譲渡し、又は転

貸してはならない。

(模写等の許可の取消し等)

第10条指定管理者は、次の各号のいずれかに該

当するときは、模写等の許可を取り消し、又は模

写等を停止し、若しくは制限することができる。

(1)偽りその他不正の手段により模写等の許可を

受けたとき。

(2)模写等の許可の条件に違反した'とき。

(3)この条例又はこの条例に.基づく規則に違反し

たとき。

2 前項の規定による処分によつて利用者に損害が

生じることがあつても、市及び指定管理者は、そ

の責めを負わない。

(原状回復)

第11条利用者は、その模写等を終わつたとき、

(権利の譲渡等の禁止)

第7条模写等の許可を受けた者(以下「利用者」

という。)は、その権利を他人に譲渡し、又は転

貸してはならない。

(模写等の許可の取消し等)

第8条指定管理者は、次の各号のいずれかに該当

するときは、模写等の許可を取り消し、又は模写

等を停止し、若しくは制限することができる。

①偽りその他不正の手段により模写等の許可を

受けたとき。

(2)模写等の許可の条件に違反したとき。

(3)この条例又はこの条例に基づく規則に違反し

たとき。

2 前項の規定による処分によつて利用者に損害が

生じることがあつても、市及ぴ指定管理者は、そ

の責めを負わない。

(原状回復)

第9条利用者は、その模写等を終わつたとき、又

はその模写等の許可を取り消されたときは、直ち

に係員の指示に従い、その模写等の場所を原状に
.

復さなければならない。

(資料の貸出し)

第10条資料館の資料は、貸出しをしない。ただ

者に対して、資料館への入館を拒み、又は退館を

命ずることができる。

①他人に危害を及ぽし、又は他人に迷惑になる

物品若しくは動物の類を携帯する者

②公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがある

と認められる者

34

又はその模写等の許可を取り消されたときは、直

ちに係員の指示に従い、その模写等の場所を原状

に復さなけれぱならない。

(資料の貸出し)

第12条、資料館の資料は、貸出しをしない。ただ

し、市長が特に必要があると認めるときは、この

限りでない。

(入館の制限)

第13条市長は、次の各号のいずれかに該当する

者に対して、資料館への入館を拒み、又は退館を

命ずることができる。

(1)他人に危害を及ぼし、又は他人に迷惑になる

物品若しくは動物の類を携帯する者

②公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがある

と認められる者

し、市長が特に必要があると認めるときは、この

限りでない。

(入館の制限)

第11条市長は、次の各号のいずれかに該当する



③資料館の管理上支障があると認められる者

④その他市長が適当でないと認める者

(損害賠償)

第14条資料館の建物、附属設備、資料等を汚損

し、殿損し、又は滅失させた者は、市長の定める

ところにより、その損害を賠償しなけれぱならな

い。ただし、市長がやむを得ない理由があると認

めるときは、この限りでない。

(出品等に関する責任)

第15条天災その他やむを得ない理由により出品

又は寄託に係る資料に損害を生ずることがあつて

も、市及び指定管理者は、その損害の賠償の責め

を負わない。

(市長による管理)

第16条市長は、指定管理者の指定をすることが

③資料館の管理上支障があると認められる者

④その他市長が適当でないと認める者

(損害賠償)

第12条資料館の建物、附属設備、資料等を汚損

できないとき、又は指定管理者の指定を取り消

し、若しくは期間を定めて管理の業務の停止を命

じたときは、第3条の規定にかかわらず、管理の

業務を自ら行うものとする。

し、殿損し、又は滅失させた者は、市長の定める

ところにより、その損害を賠償しなけれぱならな

い。ただし、市長がやむを得ない理由があると認

めるときは、この限りでない。

(出品等に関する責任)

第13条天災その他やむを得ない理由により出品

2 前項の場合においては、第5条第1項、第6条

第1項、第7条、第8条、第10条及び前条の規

又は寄託に係る資料に損害を生ずることがあつて

も、市及ぴ指定管理者は、その損害の賠償の責め

を負わない。

(市長による管理)

第14条市長は、指定管理者の指定をすることが

定の適用については、第5条第1項中「市長の承

認を得て指定管理者が」とあるのは「市長が別

に」と、第6条第1項中「資料館の利用に係る料

金(以下「利用料金」という。)を指定管理者に支

払わなけれぱならない」とあるのは「別表に掲げ

る観覧料を市長に納入しなけれぱならない」と、

第7条中「指定管理者は、あらかじめ市長の承認

できないとき、又は指定管理者の指定を取り消

し、若しくは期問を定めて管理の業務の停止を命

じたときは、恐竜パーク条例第3条第1項の規定

を受けて定める基準に基づき、利用料金」とある

のは「市長は、特別の理由があると認めるとき

は、観覧料」と、第8条及び第 10条第1項中

にかかわらず、管理の業務を自ら行うものとす

る。

2 前項の場合における第3条第1項、第4条第1

「指定管理者」とあるのは「市長」と、同条第2

項、第5条、第6条、第8条及び前条の規定の適

用については、第3条第1項中「市長の承認を得

て指定管理者が」とあるのは「市長が別に」と、

第4条第1項中「資料館の利用に係る料金(以下

「利用料金」という。)を指定管理者に支払わな

ければならない」とあるのは「別表に掲げる観覧

料を市長に納入しなけれぱならない」と、第5条

中「指定管理者は、あらかじめ市長の承認を受け

て定める基準に基づき、利用料金」とあるのは

「市長は、特別の理由があると認めるときは、観

覧料」と、第6条及び第8条第1項中「指定管理

者」とあるのは「市長」と、同条第2項及ぴ前条
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項及び前条中「市及び指定管理者」とあるのは

「市」とし、第5条第2項並びに第6条第2項及

び第3項の規定は適用しない。

3 市長は、第1項の規定により管理の業務を行う

こととし、又は同項の規定により行つている管理

の業務を行わないこととするときは、あらかじめ

その旨を告示するものとする。

(委任)

第17条

市長が定める。

別表(第6条関係)

この条例の施行について必要な事項は、

中「市及び指定管理者」とあるのは「市」とし、

第3条第2項並びに第4条第2項及び第3項の規

区分

定は適用しない。

3 市長は、第1項の規定により管理の業務を行う

こととし、又は同項の規定により行つている管理

の業務を行わない二ととするときは、あらかじめ

その旨を告示するものとする。

一般

小学校の児

又は中学

▲の生徒

個人

金額

備考「一般」とは、15歳以上の者(小学校の児

童及び中学校の生徒を除く。)をいう。

(委任)

第15条

200

団体(15人以上)

円

市長が定める。

別表(第4条関係)

100

1人につき

この条例の施行について必要な事項は、
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1人につき 80

区分

一般

小学校の児

童又は中学

校の生徒

個人

金額

備考「一般」とは、15歳以上の者(小学校の児

童及ぴ中学校の生徒を除く。)をいう。

200

団体(15人以上)

円

100

1人につき

1人につき 80

円
怜

円
怜



8 その他

(1)地域団体からの要望への対応

漁協、商工会、農協、野母崎ツーリズム振興会等の各団体が、自分たちの強み

を生かした農水産物や加工品の物販、直売、飲食の提供、地域情報の発信等によ

り、野母崎を中心とした地域の活性化を図ることを目的に結成した「野母崎産業

活性化協議会」から恐竜パーク内で物販等を行いたいとの要望がなされている。

地域団体が、自発的に地域の活性化のために地元の農水産物等の販売等を行う

ことは、本市が推進する哩〒母崎地域及び長崎半島全体の地域活性化」や「地域

が潤う交流の産業化」にも寄与し、恐竜パークの利用者のサービス向上にもつな

がることから、新たに設置するイ.ンフォメーションセンターの休憩所内に、休憩

所としての目、的を妨げない範囲で使用を許可することで地域の活性化を支援す

る。

(2)のもざき物産センター、野母崎ふれあい市場、公園管理事務所の取り扱い

について

建物の老朽化や地域から恐竜博物館や軍艦島の景観・眺望を損ねるとのご

意見もあることから、恐竜パークの供用開始前までに建物を解体のうぇ恐竜

広場として整備し、イベント等で活用する。

(※解体費用については、今後、予算を計上予定)
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( 3 )

ア

長崎のもざき恐竜パーク供用開始までのスケジュール

議会審査及ぴ指定管理に関するスケジュール

年月

R2年

6月

【6月議会】

野母崎文化センター屋根・防

水・外壁改修工事の補正予算

の提案

R2年

9月

市議会

【9月議会】

・恐竜パーク条例の提案

・指定管理者候補者選定審査

会及ぴ旧野母崎福祉保健セン

ター内部改修工事の補正予算

の提案

10月

11月

内容

【Π月議会】

長崎市軍艦島資料館及び野母

崎総合運動公園に関する指定

議案審査

(指定期間: R3.4.1~R3.10.28

まで)

指定管理

12月

R3年

1月

2月

恐竜パークの指定管理者の公

募開始

野母崎1号

線道路切り

替え

【2月議会】

・恐竜ノ.くークに関する指定議

案審査

住旨定期間: R3.フ.1~R9.3.31

まで)

・恐竜パークの指定管理に係

る補正予算議案審査

(債務負担行為の設定)

備考

4月

公募〆切

6月

・指定管理者候補者の選定審査

・候補団体の決定

7月

駐車場部分

の供用開始

10月

指定通知

協定妻の締結

指定管理業務開始

(施設の利用や恐竜博物館に

係る宣伝及び利用促進に係る

周知に関する業務のみ)

恐竜博物館開館と同時に恐竜

パーク供用開始(10月29日)

恐竜広場部

分の供用開

始
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イ施設整備に関するスケジュール

博物館建築設計・建築工事

項目

博物館展示設計・展示施工

野母1号線道路改良工事

国道4的号交差点改良工事

平成30年度

恐竜パーク基本設計・実

施設計

4 7 10

恐竜パーク駐車場整備工

事

令和元年度

4

恐竜パークこども広場等

整備工事

基本設計

7

ぎ懲謬魚雛

10

野母崎文化センター

外壁・屋根改修

令和2年度

4

旧野母崎福祉保健センタ

一内部改修工事

^

7

^鵡鴛卜繍懇羅

淑^

10

野母崎文化センター内部

改修工事(今後の計画)

令和3年度

^嵯鸞^

驚讐

4

物産センター、ふれあい

市場、公園管理棟撤去・

広場整備(今後の計画)

10

翻麟煽
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恐竜パーク構成施設配図
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恐竜博物館建設工事写真及び恐竜パーク備イメージ図
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長崎市恐竜物館の概要

設の概要

(1)設目的

恐竜を中心とする古生物学及び地学に関する資料(以下「博物館資料」という。)を収集

し、保管し、及ぴ展示して市民の利用に供し、あわせて、博物館資料に関する調査研究を

行い、もって学術及び文化の発展に寄与するため。

)施設名称長婚市恐竜博物館(以下「恐竜博物館」という。)

(理由)

ア「総合」系の自然史博物館ではなく、地域の特色である恐竜に特化した博物館として認知

されやすいこと

イ「恐竜」という「Dinosauria」の和訳が、長崎市出身で日本の古生物学の父と称される

「横山又次郎」によって造語されたこと

ウ設置者(長崎市)とテーマ(恐竜)が日本語でも英語(N昭asakicityDin0舶Ur Museum)

でもわかりやすく、海外からの来館者にも認知されやすいこと

山又次 1860~1942

出の阿陀通詞の息子として長崎に生まれ、東京帝国大学

(現東亰大学)の教授として日本の化石研究の基礎を築いた人物

( 3 ) 所在地長崎市野母町568番地1

約 24km
車で約1時間

恐竜博物館

崎駅

.

( 4 )

( 5 )

供用開始日令和3年10月29日

事業

博物館資料の収、保管及び展示に関すること

博物館資料に関する専門的及ぴ技術的な調査研究に関すること

教育活その他の活動の機会の提供に関すること

他の博物館等との緊密な連絡及び協力並びに情報の交換、博物館資料の相互貸借等1

関する二と

その他教育委員会が必要と認める事業

館時(承認基準)午前9時~午後5時までを基本とし、1日8時間以上

休日日曜日、土曜日及び国民の祝臼に関する休日(1月1日を除く。)以外の日

年末年始の休館日は、 1月1日及び1 2月3 1日。

入館者数年間約12万人(見込み)

構造鉄筋コンクリート造(一部2階建)

延床面積 2,594 rTr (1 階2,40 lrr;、 2階 1 93 rrf)

総費約21億円(予算ベース)
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《外観イメージ》

イメージ(北側)

窯

恐竜物館の理運営

専門性が高い博物館資料の収集、保管、展示及び調査研究などを除き、博物館の管理運営に

つぃては、利用料金制による指定管理者制度を導入し、指定管理者が行う業務については、別

途「長崎のもざき恐竜パーク条例」に定める。

(長崎のもざき恐竜パーク条例のうち恐竜博物館に関する業務を記)

"ル

"ル
窒

ショップ

気量

亭務窟

鳳

倉母酋長呈

理がー

(1)施設の利用に関する業務

(2)恐竜博物館の運営、宣伝及び利用促進に関する業務

(3)施設及びその設備の維持管理に関する業務

(4)教育活動その他活動の機会の提供に関する業務

(5)そのほか恐竜博物館の運営に関して教育委員会が必要と認める業務

※1 令和3年7月1日から、恐竜博物館に関する「施設の利用に関する業務(教育委員会が別に定

める業務に限る)」及ぴ「宣伝及び利用促進に関する業務」を行うため、指定管理の指定を行う

予定。(その他の指定管理業務については、準備行為を除き令和3年10月29日より実施する

予定。)

※2 指定管理者の指定期間令和3年7月1日~令和9年3月31日(5年9ケ月問)
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